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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     
行動問題は、児童における最も顕著な健康問題の一つであり、思春期前の児童では男

女比 2：1 で 5～10％が罹患する。児童の行動問題は、内在化または外在化問題として

特徴づけられ、最終的には生活の質の低下と二次的な社会的障害の原因となることが

ある。近年、行動問題を有する児童は、運動能力が低下するリスクが高いことが明ら

かになってきている。 

一方で、バランス機能は、日常活動を行う上で重要であり、体性感覚を含む中枢神

経と関係がある。しかし、この集団におけるバランス機能の特徴や行動特性との関連

は明らかになっていない。 

本研究では、6〜10 歳の児童 209 名（行動問題群：38 名、非行動問題群：171 名）

を対象とし、子どもや青年のネガティブおよびポジティブな行動特性を評価するため

のスクリーニングツールとして広く用いられている Strength and Difficulties 

Questionnaire (SDQ)を用いて、行動問題とバランス機能との関連性を明らかにした。 

 

 本研究の新知見と意義は要約すると以下のとおりである。 

 

１．行動問題を有する児童では、片脚立位時間と２ステップテストが有意に低値を示

し、動的および静的バランス機能が低下していることが示唆された。 

 

２．対象者全体において、片脚立位時間と SDQ の合計得点である総合的困難さと下位

尺度である情緒の問題、多動/不注意、仲間関係の問題と有意な相関関係を示した。 

 

３．行動問題を有する児童はバランス機能が低下しており、それによって不安定にな

るリスクが高まっている。 

 

このことから、行動問題を有する児童のバランス機能について配慮した対応が必要で

あることが示唆された。 

 

本研究の成果は Brain Sciences (Impact factor: 3.33)に掲載された。 

 

以上の理由により、本研究は博士（リハビリテーション療法学）の学位を授与するに

相応しい価値を有するものと評価した。 

 

 

 

 






